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(Drug Induced Extrapyramidal Symptoms Scale; DIEPSS)を用いて
関連の有無を検討した。 
対象は、昭和大学附属烏山病院の精神科外来に通院中の統合失調症









DIEPSS にて SAA と相関が認められたが、その機序として次のような
理由が考えられる。薬剤性錐体外路症状が出現している状態ではド
パミン神経系の活動が低下し、アセチルコリン神経系の活動が亢進
している。従って、線条体においてムスカリン性アセチルコリン受
容体が遮断されると、ドパミン系に対して相対的に優位となったア
セチルコリン系の作用が抑制され、両系の不均衡が是正されて薬剤
性錐体外路症状が改善すると考えられる。SAAは薬剤性抗コリン活性
と内因性抗コリン活性の総和であり、SAA高値は薬剤性錐体外路症状
に対し抑制的に作用することが示された。 
 
